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次は「アイランドテラピー構想」である。当時の柴町長の肝い

りで屋久島と口永良部島の振興を図るための計画で，厚生省の補

助事業で作成した。地元に振興を図る上で有効であると判断し，自ら報告書の文章も

加筆した。

。 。この関連で口永良部島にも行った 口永良部島はなんといっても温泉が素晴らしい

本村にも20年度に特定離島ふるさとおこし推進事業で温泉施設を作った。10年前には

寝待温泉の施設の改築を行った。当初は事業費の関係で2年に分けて事業を行う予定

であったと思う。1年目が1階部分で，2年目が2階に休憩施設を作る予定であった。現

在まで1階部分しかないので，1年で終了したのかなと思われる。町長が替わってこの

アイランドテラピー構想はどのように続くようになったのだろう。

東京事務所時代(平成15年4月～18年3月)は，側面支援として屋久島を含めた本県離

島の振興のお手伝いをさせて頂いた。特に重要な案件としては，家電リサイクル法の

離島輸送費の補助に関する要望に鹿児島県離島振興協議会会長として日高町長が上京

してこられた。

私も経済産業省と環境省への要望活動に同行した。家電リサイクルには，テレビやエ

アコン等の指定家電4品目にはリサイクル単に手数料がいるが，離島住民はさらに本

土の回収指定場所への輸送費を負担せねばならないのだ。この離島住民の負担額の軽

減を要望したのである。簡単には実現しないような内容であったが，法律の見直し時

にこの要望内容が実現している。

離島振興課補佐の時(平成19年4月～21年3月)では，昨年7月に当時の国土交通省の

政務官の視察に同行した。奄美～種子島～屋久島の行程である。村センターも訪問し

たのである。

， 。そんな私が まさかその屋久島(村センター)に赴任するとは思ってもいなかった

今月のおすすめBook

「屋久島、もっと知りたい
～人と暮らし編～」

下野敏見 著
屋久島には、縄文時代から何千年

も人が住み独自の奥深い文化があり
ます。
その文化は丸い島の外側に点々と

。できている集落に伝えられています
島の上にそびえる山々、縄文杉と同
じように古く、南からも北からも文
化が入り込んでいる島、そうした屋
久島の生活文化の一端を一冊にまと
めています。
島外の方のみならず島内の方も な「
るほど！」と楽しめる一冊です。

村センター・研修センター※この本は，
で閲覧できます。(貸出はできません。)

屋久島環境文化村中核施設施設
休館日のお知らせ

【文化村センター・研修センター
共通】
1/1(金)，4(月)，12(火)，18

(月)，25(月)
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大阪伊丹空港キャンペーン
昨年9月から直通便が就航し始めた大阪伊丹空

港で，屋久島のことをもっと知ってもらおうと観
光キャンペーンを行いました。
ほとんどの方が屋久島へ
の直行便が就航したことを
知らず、大変驚かれました。
もっとＰＲが必要だと痛
感させられました。
しかし，これから屋久島
に行くという方等，屋久島
に好印象を持たれている方
が多くいらっしゃいました。

第二回関東屋久島会
11月29日東京四ッ谷で，第二回関東屋久島会が
開催されました。
屋久島を遠く離れて
関東地区で永年生活さ
れている出郷者の方々
や日髙屋久島町長，荒
木議長等，屋久島から
も多くの方が参加して
屋久島での思い出話や
屋久島に対する熱い思
いを語り合い，和や
かな会となりました。


